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宇宙⽣物学研究会(宇宙⽣物学ゼミ)�
•  本研究会は、宇宙⽣物学に関わる話題を網羅的に

取り扱い、様々な議論や情報交換を⾏っています。
概ね1-2週に1回程度定例会議を開催。


•  研究会⾃体は2年半ほど前から実施、京⼤内外から
天⽂学・惑星科学などを専⾨とする様々な研究
者・⼤学院⽣・学部⽣が参加しています。この4⽉
からは⼟井隆雄先⽣も参加。


					現HP：	h%p://sasakitakanori.com/astrobiology/
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これまでの主な取り組み�
•  惑星由来微粒⼦の惑星間輸送 (e.g., 地球-⽕星)  (P17)

•  恒星フレアの惑星⼤気への影響評価 (P17, P47)

•  系外惑星データベース開発、運⽤(ExoKyoyo)  (P17,P18)



•  SPH計算を通じた、⼟星衛星・リングの起源探索 (P11)�
•  ExoKyotoを利⽤した、

    花⼭天⽂台での系外惑星トランジット観測 (P12)

�
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系外惑星データベース「ExoKyoto」


・様々な定義でのハビタブルゾーン
を計算・図⽰。

 → “潜在的”ハビタブルプラネット  

     を探し出す。

 「第⼆の地球」の探索を促進！�
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ExoKyotoを⽤いた系外惑星観測の提案


・ExoKyoto：発⾒されている系外惑星を天球上に表⽰

            → 系外惑星の追観測による惑星データの更新


•  恒星データをもとに観測ターゲットを選定

 → ⼤型望遠鏡でカバーできない惑星の発⾒



•  京⼤花⼭天⽂台で、系外惑星トランジット観測開始




議論内容・今後に向けて�

•  その他、太陽系外惑星、惑星形成論、惑星⼤気、
スーパーフレア、宇宙天気予報、太陽系内衛星、
極限⽣物学など多岐にわたり、最新の論⽂紹介
や研究会報告などの情報交換を通じ、相互理解
を深めています。


•  将来的には、⽣物学や地学の専⾨家なども巻き
込み、京⼤内外の多分野にわたる宇宙⽣物学の
コミュニティ作りを⽬指しています。


�

系外惑星に関する日本初ポータルサイト

系外惑星を眺める

系外惑星の姿を知る

系外惑星について学ぶ

系外惑星データで遊ぶ

さらにその先へ…http://www.exoplanetkyoto.org	



まとめ&今後に向けて�

•  その他宇宙⽣物学研究会では、太陽系外惑星、惑星形成論、
惑星⼤気、スーパーフレア、宇宙天気予報、太陽系内衛星、
極限⽣物学など多岐にわたり、最新の論⽂紹介や研究会報
告などの情報交換を通じ、相互理解を深めています。


•  将来的には、⽣物学や地学の専⾨家なども巻き込み、京⼤
内外の多分野にわたる宇宙⽣物学のコミュニティ作りを⽬
指しています。


•  ExoKyotoを⽤いた系外惑星の観測を⾏う研究者やアマチュ
ア天⽂家、公開天⽂台、⾼校の天⽂部等を募集しています。


�
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